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＼はじめに．

　当館の憲政資料室には，近現代の政治

を跡づける基礎史料として，二系列の文

書類を収集所蔵している。一つは，従来

から憲政資料といわれている幕末維新以一

事の広義の政治家が所蔵していた個人文

・書であり，もう一つは，戦後日本の占領’

期におけるG：HQ／SCAP文書類である。

いずれも20万点を超す膨大な資料群で，

日本近現代史研究に欠かせない文書類で

あることは言うまでもない。・

　本稿が取り上げる文書は，前記の政治

家の文書類のうち，、書翰を除き，いわゆ

る書類に属する文書のなかから，「女性」

に関わる文書を選択，抽出したものであ

る。まず本論に入る前に，政治家の文書

について，若干の説明を補っておきたい。

　ここでいう政治家とは，伊藤博文，山

県有朋，桂太郎，といった直接政治を動

か．した人物溶けにとどまらず，官僚，軍

人，教育家，法律家，経済人をも含んだ

広義の政治家を指している。こうした政

治家が，存命中に累積していた書翰・書

類・草稿・日記・家族間書類など，いわ

ゆる私文書を中心どして憲政資料は成り

姦灘淫擁搬欝欝袈
　あるために，支配者側の資料が全体の多

・くを占めていることであろう。したがっ

　て，、私文書といっても，原則的には公人・

．としての個人文書ということができよ

　う。前に述べたように，個人個人持って

　いた書翰・日記・履歴書類’・覚書などの

　ほか，官僚ならば役所から持ち帰った執

　務資料．（法案の原案や草稿なども含まれ

　るうなど，’その形式は一様ではない。’し

　かし，この一見雑多の様に見える文書類

　を所蔵者の経歴にしたがって整理してい

　くと，往復する書翰による人脈，思潮，

　業績等々が浮き彫りにされて，政治の動

　きについて，歴史的背景の原点どもいえ

　る内容を有していることがわかる。

　　憲政資料室では，これらの私文書を，

　例えば「伊藤博文関係文書」とか「井上

　馨関係文書」というように「家わけ文書」

　として取扱っている。これは，憲政資料

’とし七の性格上，政治家佃人と資料とは

　切り離して考えられないので1個人コレ

　クションとして一括，’三所三者別に書翰

　の部と書類の部とに奔け，受け入れ時に

　作成した仮目録（閲覧用にもなる）にそ
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って，一点つつ袋にいれ整理している。

　したがって，憲政資料は一定の主題を

求めて検索することには，不向きであり，

また現段階ではかなり難しい。利用者は，

ある主題について調査しようとする場

合，相当の知講を要することは必須であ

る。図書や雑誌が，・ある主題について広・

範な内容を持っているのに対して，憲政

資料は限られた情報しかなく，図書や雑

誌が線だとすると，憲政資料は点でしか

ないように思われる。

　さて，’こうした政治家の文書ほ，いま

．約220家，約20方点⑳膨大な憲政資し料群と

なっている。そのなかから，ことさらに

女性に関する文書を探索することは，ま

して女性の問題が政治の面上にのること

もまれであった戦前期，いささか冒険に

似た思いもする’B本来の憲政資料として

は，外輪の主題であるが，あえて女性史

の視点から興味深いと思われる原文書を

中心に選択，適宜注記を行った。

　なお，文中め旧所蔵者別文書名には，

’『』を用い，標題書類名は，「」の括

弧で括った。また標題書類名の下にある

　．（）内の難字は，当蘇文書請求記号で

ある。

　また，憲政資料室所蔵文書の概要につ

いては，「国立国会図書館月報」1984年1

－9月，・1988年1．一4月を参照していた

だ「きたい。

　自由民権期における女性観を示

す文書

　『古沢滋文書』のなかに「愛国公党副誓

草案」・（21）　4種　自筆ペン書がある。

自由民権運動は，板垣退助，後藤象二郎．

らを中心た組織された愛国公党提出の
「民選議院設立建白」て明治7）をもって，

運動の起点どしている。英国から帰国し

たばかりの古沢滋も愛国公党に参画，そ

の綱領ともいうべき「本誓」及び施策方

針を示した「副誓」を起草している。細

目四則にした4種ある草案の内，女性の

位置づけを記したものがあった。其の四

　「我輩斯ノ大業ヲ立ン，トス然ルニ今斯ノ

通義権理ノ破ル・者独リ君臣＃下ノ間ノ

　ミナラズ（且ツ夫レ女子占ムル所地位ノ

高下大イニー般文明ノ化ト相関ズ）〈注’

　（）内の文中消線あり以下同じ〉……

即チ内外男女ノ交際宜シク須ラク他人ノ，

1権理ヲ門下蔑如スルコト莫ク井セテ以テ

斯ノ公党ノ力我国一般人民ノ品行ヲ進マ
　シムルヲ要ス可シ」，其の一一・一‘「吾輩既二我’

　力人民ノ為ノ斯ノ理ヲ主張セントズ然ル

　ニ斯ノ主張スル者宜シク徒二君臣上下ノ

　三二止マル可ラズ乃チ亦男女ノ間二婦人

　ノ二丁其ヲ男子ノ婦人上二野ケル男女

　く一定）伺一ノ権理ヲ主張スルヲ要ス之

　ノ為ソノ二道先ツー夫一妻ノ天理（通義）

　人道ヲ明カニ．x）v二在リ……」と。古沢

　が，通義権理が破られているのはe．　・君主

　と人民との間ばかりでなく，，男女の間も

　同じであり，向一の権利を主張できると

　誓っているのが注目される。1この「副誓」

　は，当時公表されず（1），草案のままで終わ

　っ℃しまったようだ。いかにも草案らし

　く，字句の挿入，削除の多い文面のなか

　に，女性の人権に触れた民権結社の貴重

　な文書とみるべきであろう。．

　　『憲政史編纂会収集文書』所収「植木枝

　盛文書」のなかに，「男女同権二就キテノ

　コトJ（695－2），「女子二代テ男zll同権，

　ノ理ヲ演説ス」（706－29）がある。’

　　植木枝盛は自由民権勢，もっとも熱心

　に，多くの女性解放論を著した民権家で

　ある。植木が女性解放に目覚めた動機は，
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西洋女権思想導入の最初の文献である

スペンサー著‘尾崎行雄訳　「権理提要」

（明治12）による啓発だったという。「男

女同権二冊子テノ事」（明治12年6月13

日）は，この「権理提要」読後の翌日執

筆（2）したようで，スペンサーの思想の敷

き写しの内容だが，福沢諭吉，森有礼ら「

の啓蒙思想家たちの夫婦同等論（3）をのり

こえた男女同権論に踏みこんでいる。’

　「女子二代テ男女同権ノ理ヲ演説ス」

（明治22年1月23日）は，盛岡での婦人矯L

，風演説会における演説メモである。いず

れも写本で，原本は高知県立図書館が所

蔵していたが，太平洋戦争時の昭和20年

7月の高知空襲で焼失している。この写

本は，日本学術振興会が昭和16年，原本

から筆写したもので，原本のない現在，

植木の著作引用の底本になっている。

　また同文書中には，f婚姻ノ制度ヲ定ム

可キ論」（700一　2）　明治20年4月17－

22日，「婚姻論」（695－5）　明治12年2

月22日も含まれている。

女子教育に関する文書

　教育の整備は，日本の近代化に欠くこ

とができなV｝課題で，明治政府は早くか

らその姿勢を示し，その第一弾として明

治5年，男女平等の初等教育を義務づけ

た「学制」を頒布した。しかし，現実の

庶民の生活が，女子就学を遅らせ，こと

に女子の中高等教育については，男子の

域に到底及ぶものではなかった。近代教

育制度を確立させた初代文部大臣森有礼

は，女子教育振興策をも手がけ，戦前日

本の女子教育体制の骨組みを作り上げた

人物である。　　　　　　　　tt

　『森有礼文書』のなかに「東京女子教育

会規則案　草案」（33一　8）・明治21年5

月頃　巻紙断片1枚　自筆墨書　が残さ

れている。

　「第一’女子教育会設立ノ主旨ハ女児

ノ成長ヲ適当ノ針路二三ケ三三シテ妻ト

為りテハ良妻，母ト為りテハ良母，教師

ト為りテハ良教師タル資格ヲ具備セシム

ルニアリ　第二　此主旨ヲ助ケ達セント

欲スル者ハ内外人男女ノ別二拘ラス会員

タルコトヲ得　第三　東京女子教育会ハ

大日本教育会ノ女子部二野貝ヲ選挙シテ

全国ノ女子教育4付議案ヲ提出スルコト

ヲ得」（全文）

　森は，近代国家を支えるたやに，国民

としての女子の育成を提唱，良妻，良母，

良教師たる賢い女性の育成を目指してい

’た。この草案にも，森が抱いていた女子

教育の一方策の理念を見ることができ

る。執筆時期は定か℃はないが，平治21

年5月大日本教育会内に女子教育部門が

発足しているので，この時期を執筆時と

推定した（4）。因に大日本婦人教育会が前

年2月に結成されているが，東京女子教

育会との相関関係は不明である。いずれ

の時代にも先駆者が負わなければならな

かった宿命のように，森は翌年憲法発布

の日，国粋主義者によって刺殺された。

　森の死後欧化主義は反動期を迎え，

教育界では徳育に関する論議が盛んにな’

ってきた。明治天皇の側近であった元由

永孚は，早くから儒教を国教として，天

皇の名において国民に信奉される方針を

望んでいた。

　『元田永孚文書』のなかに，女子教育に

関して，’その片鱗を窺うことができる文

書がある。

　（1）「華族女学校教育につき御親旧　草

稿」（110－53）’明治18年7月25日　自

筆墨書　一門，（2）「三密上言」（110－54）
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日付不明　自筆墨書　一綴　いずれも華

族女学校に関連し，欧化主義教育が同校・

に及ぼす危1具を，乖田が表明した文書で

ある。

　（1）は，明治18年11月学習院女子部から

独立した華族女学校設立にあたって，そ

の規則書に関して，元田が御親諭の形式

で草案を起草したもの。その一部に「考

ルニ教課書ノ内二化学理学ノ豆油レアリ

周全ク従来女子師範学校規則等二撮リテ

設ケシ者ニテ女子人ノ家国嫁シ夫二面へ

家ヲ治ル其職務二主要ナラザルモノヲ学

課ニイツテ之ヲ教フルイ・今度面素皇室附

属トシテ新タニ設立セシ女学校ノ本意二

三ス……故二女子ノ学課ハ通常和漢洋ノ

土嚢二裁縫ノ実技ヲ加へ……女子ノ教育

ハ男子と伺シカラズ故二活発ノ院長ヨリ

、モ沈重シ人然ルヘシ是迄女子教育総テ活

発上ヨリシテ其弊害ハ甚タ多シ……女子

ノ運動ハ必シモ西洋法ヲ用フルニ及ハ

ス」と。元田は天皇の名のもとに，欧化

主義女子教育に反発している6

　（2）は，皇后が西洋式教育に心入れする

ことを坐れた元’田が，英国女教師の華族

女学校出校願出に際して，皇后宛に上申

した文書である。「皇后陛下に宗教の御信

仰を唱え相成候とも御心決して御信用な

きよう」とキリスト教を警戒して，更に

　「御許可の有無一点而天下の安危に関係

仕実二容易ならざること切に憂慮仕手」

と，その懸念を述べている。そみ後にな

るが皇后は，婦人に洋装を勧める「御召

書⊥（明治20年1月17日）を下付，また華

’族女学校では7．明治20年5月，体操授業

に洋服着用を規定している。・

　『牧野伸顕文書』所収の「女子教育上ノ

弊害二就イテ」（書類236）は，独医学者

E．ベルツが，日本教育三三6回総会（明

治22）で演説した内容を，通弁医学士江，

馬浅男が筆記したという形式をとるもの

だが，実際にはベルッの原稿を訳して，

通訳江馬が代演レごいるdベルツは，・女

子の運動の発達，男女差のない教育を促

し，将来夫婦間の会話に対応できる女性

を期待して回る。’ベルツ1ち明治38年ま、

で滞日，東京大学医学部で講義，のち宮

－内省御用掛となり，その間日本人女性，

花と結婚した親日家である。

　また同文書にある「・一一tl種過激ナル女子

教育論」（書類249）は，外山正一一一・r女子

の教育を論じ寄せて邪蘇教拡張の法を説

く」（「東洋学芸雑誌」明治19年6月，7

月）に対する反論で，文部省学務課宛に

送った投書のようなものだが，当時の世

論の“所見でもあろう。外山は，女子教

育奨励会，東京女学校設立に関与し，キ

リスト教的道徳を女子中等教育の核にす

べきことを提唱していた。

　『三島通庸文書』に，生徒側の資料とし

て「山形県師範学校附属女学校作文綴」

（書類484一「7）萌治11年，2唐　一綴があ

る。、作文題「祝昇平」，「人民義務」とい

うかなり難解なテーマを，当時のエリー

ト女学生とはいえ，驚嘆すべき文章で綴

って謬る6明治初期の11，2歳の少女たち

の作文能力や学習傾向の一端を見ること

ができよう。　、，　　　・　　　n
　　　　　　　　　　　　　　L
　政治参加に関する文書

　『河野広中文書』のなかに「衆議院規則

草案」（書類713）および「衆議院規則案」

（書類714）がある。明治23年11月帝国議

会が開設されたことは，昨年の議会百年

記念行事で記憶に新しい。議会開設に先

立っ10月，衆議院規則畠中に婦人傍聴禁

・止の項が盛られた。当時の先進女性有志
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は，禁止解除を求め，世論にも支持きれ

て，その項は削除されているb興味深い

のは，河野自筆の「草案」中の傍聴人規

則には，婦人傍聴禁止の記述はないのに，

書記官長名で参考資料として配布した

「規則案」（活版）には，傍聴人規則中に

婦人傍聴禁止が追加されている。追加と

いったのは，そめ前後の文面がほとんど

河野草案のままになっているからで，ど

のような経緯で追加されたのであろうか。

　戦前期における女性の政治参加を阻ん

だ法律は，国政では衆議院議員選挙法（萌

治23），地方では市制町村制（明治21），

府県制及郡制（明治23）で，何れも男子

のみとした参政権からの除去である。

　また政治活動を否定した法律は，集会

蟻溝社法（明治23）で，この法律は治安

警察法主5条（明治33）に引継がれ，女

性の政治結社への加入，政談集会合同の，

禁止を定めた。これらの法律改正運動は，

議会会期ごとに女性たちによって請願が

行われ，ようやく第4麟会（大工印）で一e

治安警察法第5条第2項中の「女子及」

の3文字を削除する法律が可決，政談集

会参加の自由のみを得ることができた6’

　『小橋一太文書』所収「政治運動団体調」

（228）・大正11年頃　1綴のなかに「女

子ノ政社拉政談集会参加二関スル制限撒

廃ニツイテ」，「女子ノ政社章政談集会二．

関スル制限回付議会ノ経過概要」警保

局　とある二つの内務省部内秘扱いと印

された文書が含まれている。これは，治

安警察法改正問題について，政府部内で

検討していたことの概要壷知ることがで

きる文書である6内容は，改正賛成論，

反対論の論拠をまとめ，賛成論では「時

代の趨勢は女子の思想を進歩させてい

る」「参政権付与の第一歩として政治の論

議を聴かせて政治的教養を積ませる」「議

会傍聴を認めている以上政談集会合同禁

止は矛盾」等々で，反対論では，「女子の

自由は社会に弊害を濡すもの」「議会傍聴

の許可は当時の外交上の見地によるも

の」等々であり，結論は政党加入は認め

られないものの，政治集会参加について

は，現状では直ちに多くの女性は参加し

まいという推測もあり，禁止解除の方向

付けを行っている。

　立憲民政党政務資料であった『桜田文

庫』に「衆議院議員選挙革正審議会資料

2」（58）　1綴　があり「婦人参政権ノ

賛成及反対論ノ要旨」昭和4年　が含ま

れている。－

　昭和4年7月成立した民政党浜ロ内閣

は，政策の中心を緊縮財政，金解禁にお

き，消費経済をになう女性たちに協力を

求めていた。したがって，女性の政治参

加は必至として，，選挙革正調査会審議項

目に，婦人参政権を追加（5），その賛否を討

議している。反対論の要旨は「兵役の義

務に服せず」「男女の性能は天稟た於て平

等ではない」等で，前記の発言内容と大

差はないが，「デモクラシrの思想に立脚

すれば男女の政治的発言権を区別する理

由なし」「婦人利益保護のため」など，よ

・り積極的な賛成理由が示された点が注目

される。同年．2月第57議会に婦選諸法案

が提出されるが，結局流案になっている。

　関連する文書として，『斎藤実文書』所

収「選挙粛正中央聯盟団体資料」（1831）

は，「選挙粛正婦人聯合規約」昭和10年8

月7日現在の役員，加盟団体一覧を含み，

愛国婦人会が呼びかけた「選挙粛正のビ

ラ」昭和10年8月，政府主催「婦人招待

懇談会並びに理事会開催案内」昭和10年

8月3日を含んでいる。また同文書には，
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「全国婦人有志時局懇話会決議」（1910）

昭和9年3月31日　墨書　1．枚がある。

当時の婦人界の実力者吉岡弥生，ガント’

レット恒子，市川房枝，大商コ上皇他の

署名があるもので，文相人事に対する要

望を決議して，斎藤実首相に手交したも

のである。『

社会労働に関する文書

　『中原謹司文書』に「婦人振蕩運動」

（2006）　昭和5年頃　謄写　1綴があ

る。

　昭和初年，日本は経済不況が深刻化し

ていた。ことに下層階級の生活難は著し

く，社会不安の状況下にあり，社会主義

の浸透，労働争議の活発化が目立ってb

た。当局は女性の労働運動に対してもチ

ェックを厳しく行っている。本書類は，

ソビエトにおける共産主義が，わが国女

性労働者階級に及ぼそうとする危険性を

指摘し，特に無産婦人団体の組織に注目’t

し，関東婦人玉露〒労働農民党系，全国

婦人同盟＝日本労農党系などの現状を綿

密に調査して，一般左翼運動と不可分の

ものであると考察している。この美濃版『

謄写の綴りは，内務省警保局が調査，刊

行していた通称「社会運動の状況」への，

昭和5年中における報告書類の一部のよ

うである。

　『小島憲文書』に，東京労働交通組合（東

交）中央闘争委貝回関係資料がある。そ

の一部に車京市電従業貝新聞「全線」（g3）

昭和7，8年分（欠あり）・があり，東ヅ

交婦人部発行の「全線婦人版」創刊号　昭

和9年3月8日付1枚が含まれてい・
る。昭和初期における東京市電労働争議

は，全産業戦線に沿うゼネスト実施へと

発展している。とりわけ婦人車掌は意気

軒昂で，男女同一賃金，有給生理休暇な

どの要求を掲げて闘争した。しかし，東

京交通労組の親組合が，これらの要求を

組み入れないこともあって，婦人車掌た

ちは，親組合の幹部を“ダラ幹”と呼ん

で非難した6この婦人版には，その状況

が紙面に溢れている。憲政資料としては

少数派どいうべき，労働者側の混書であ

る。

．戦時下における文書

　『新居善太郎文書』のなかに「最近にお

ける婦人執筆者に関する調査」（5，0g）　情

報局第一部昭和16年7月　活版小
冊子（75頁）、がある。部外秘扱いとなつ

，ており，いわゆる戦時下において内閣情

報局が言論指導の名のもと，言論統制を

行ろたその具体的な方針が見出され，特

に女性を対象とした希有な資料と思われ

る。

　戦局が長期化必至の情勢色濃くなった

．昭和15年，近衛内閣は国内総動員体制の

強化を急ぎ始め，言論界に対しても統制

一一ｳ化を企図した。内閣情報部は，局と

改められ，陸海軍報道部，警保局図書課，

外務省情報局も関与して，国策の宣伝，

対外思想戦及び国内言論指導の最高機関

となった（6）。特に注目すべきは，陸海軍現

役将校が出版関係の重要なポストにあっ

たことである。雑誌，出版懇談会の名目

で，毎月編集責任者を集め，時局指導を

行い編集内容をチェックした。この小冊

子は，これらの企図にそって，銃後の一

端をになう女性たちに指導力をもつと認

めた女性執筆表群の動向を調査したもの

である。対象となったのは7・昭和15年5

月号から16年4月号までの慶大女性雑誌

　（主婦三友，婦人倶楽部，婦人公論，婦
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人之友，生女苑，婦人朝日，婦女界）に，

量質で凌駕し，その影響力大と思われる

執筆者たちである。因に，八大雑誌のう

ち当時最高ρ発行部数であったの1キ「主

婦之友」．122万部，最少は「婦女界」3万

部である。ことに執筆回数の多い宮本百’

合子，羽仁もと子，山川菊栄，吉屋信子，

林芙美子，阿部静枝，・市川房枝，奥むめ

を，金子しげり，河崎ナツ，神近市子，

窪川稲子，逢着花世，村岡花子，平；塚ら

いてう，帯刀貞代など44名はとくに注目

されていた。

　執筆傾向を詳細に検討，読者層の戦意

．高揚にどう影響するか推論を加えてい

る。興味深いのは，各人に対する当局の

見解，そして雑誌社側の対応見解である。

例えば，山川菊栄に対する当局側の評価

をみると，「時局下の言論界が山川の登場

を促したことは，たとえその転向が完ぺ

きであっても軽視されるべきではない」

「思想の洗練，円熟の域に達していること

は奮異，それだけに偽装の時局便乗の疑

点も感じられる」「好ましい国民意識に目

覚めれば，功罪相償う」など。一方雑誌

’社側は，　A社「山川均夫入という点では

警戒視も必要だが，女性の文化水準向上

には類のない人物」　C社「婦人問題の所

見から見て重要な入」　E社「当社では使

わない人物だが，時局認識は深い」等，．

それぞれの立場を披渥している。当局が

出版社に対して，時局の批判はもちろん，

男女の対立観念に固執する記事の掲載に

は難色を示し，それらを「高度国防国家

建設の急務」あるいは「一億一心」の方

向に集約するよう編集指導方針を指示し

ている。この調査書が，部外秘扱いとし

ながらも印刷して，世論指導参考資料と

　されたのは，国民の半数である女性に注

目し，その女性指導者群のありようで，

「低次なる鳥合の衆」（本文引用）に等し

い女性読者層を，国策協力の一役にする

ことができると見たからであろう6しか

し，このころはまだ言論統制は緩やかで

あって，その後昭和16年8月には，雑誌

の統合整理が厳しく行われ，80誌あ？た

女性雑誌は，17誌に統合されている。

　『中原謹司文書』’に「大日本婦人会概況」

（517）　昭和18年7月準綴がある。大

日本婦人会は，昭和16年6月の婦人団体

統制要項（閣議決定）に基づき，愛国，

国防，1大日本連合の三婦人組織を統合し

、て発足した。国内20歳以上の女性を，全

員会員とする同歯の綱領，騒起申合事項

などが見られる。

　『浅沼稲次郎文書』に（1）「陸軍女子挺身

隊結成要項および志願書」（387）　昭和

17年1月，（2）「女子生産戦線語漏起大会

案」（400）がある。

　（1）は，東京市総動員部が，全国各市に

先駆けて主唱し，陸軍被服本四軍属とし1

て募集した女子挺身隊募集要項である。

　“此一戦今ぞ決まる死の御奉公”の見出

しで，15歳から30歳までを有資格者どし

て，女性の挺身労働を兵隊の被服製作に

求めている。（2）は，東京都各区，大政翼

賛会，大日本婦人会らが主唱して，昭和

20年3月から4月に予定される大会の日

程表，都議会議員の挨拶原案などが綴ら

れている書類。航空機その他軍需品の

増産をよびかけたものだが，戦局押し迫

って、のこめ大会が，果たして開かれたか

どうか，新聞記事を見たかぎり確認でき、

なかった。

　『大野緑一郎文書』にも，「女子勤労挺

身隊編成状況」（1982）　昭和19年4月
／・t｣写　1枚がある。小石川，深川，品川，
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八王子，立川各地における招集者数，参

加数，詮衝状況の報告書類。その他『同

文書』には，大野夫人が関与してレ・た愛

国婦人会朝鮮本部関係の文書がある。「愛

国婦人会事務報」（1817）、昭和11年9月，

12年1月，4月。「愛国婦人会朝鮮本部報

国運動関係」（1823）所収「愛国子女団一

軍の栞」昭和12年6月。「愛国金銀会趣旨

書」（ハングル及び日本語併用）昭和12年

8月。「国防献金愛国抜毛袋」昭和11年11

月。また時期は遡るが『斎藤実文書』に
も「愛国婦人会朝鮮本部総会報告」（書類

909）、大正9年頃　1三三ある。

歴史的話題性のある文書

　『大山巌文書』所収の（1）「大山巌結婚願

書」（35一・　3）　明治16年10月24日，（2）「大

山信子縁組願」（35一　3）はヂ大山家に纏

わる文書である。

　（1）は，HS　（Z）参議陸軍卿大山巌（42歳）

ど日本刀：初の女子留学生であった山川捨

松（24歳）との結婚に際して，太政大臣

三条実美宛にその願いを提出，三月30日

付太政大臣苗齢の押印も・ある文書であ

る。

　巌は前年先立った妻との間に三女があ

り，捨松はその後妻となったわけである。

捨松は女子留学生1号として帰国後デ日

本の女子教育向上に情熱を持ち続けた

が，その能力を発揮する場もなぐ，目的

を燃焼しきれないままの結婚であった。

しかし，折しも欧化時代，捨松は語学力

を発揮：，政府高官夫人乏して“鹿鳴館の

花”と謳われ，多くの逸話を残している。

　（2琳，伯爵大山巌先妻の長女信子（17

歳）と子爵三島通義長男弥太郎との縁組

につき，島崎が願いを書き，華族が結婚

する仕来たりにそって，宮内大臣子爵土

方久元宛に提出，その許可を受けた文書

であ観この結婚は三か月で破局を迎鳥

信子は結核を理由に大山家に戻されてい

る。この顛末をモデルに，徳富芦花が小
　　ほととぎす
『説「不如帰」（明治31年11月から翌年5月

　「国民新聞」連載）に仕立てた。

　武雄（弥太郎）と浪子（信子）一の悲恋

物語は，その背景に家族制度が生んだ悲

劇，当時猛威を振るっていた結核問題を

取扱い，驚異的なベストセラーとなった．

という曰く付きの縁組である。

　『三島弥太郎文書』の所収「大山捨松書

翰」（270）は，前記の信子離婚について

の書翰である。日付，署名もないが，「三

島子爵閣下二呈ス」と書き出す文面は，

継母の立場，ことに米国で看護学をも学

んだ捨松の見識を伝えるもので，，信子離

婚の原因及び責任の一切は三島家にある

とした，義憤に満ちた書状である。かな

り字句の訂正などあり，草稿のようにも

思われるが，「此書状ノ写シヲ保存スベク

尊君ン又之ヲ保存センコトヲ望ム」どあ

り，三島家の文書に収められていること

から考えると，そのまま送ったのかも知

れない。捨松は，日本語の読み書きを不

得意としていたので，この書状は代筆と

思われる。『三島弥太郎文書』は，最近公

開されたもので，捨松研究者が見れば新

資料としての評価を見るであろう。

　本稿では，書翰を原則的には対象とし

なかったことを前堂で述べたが，本筋は

書翰の中身を検証することの方が意味あ

ることであろう。しかし，これには解読，馳

日付の推定等々に多くの時間を要し，す

べてが私の能力を越えるものである。七

かしこのまま素通りしてしまうのは，い

ささか心残りがするので，若干その概要

について触れておきたい。
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　書翰は，旧所蔵者の夫人をはじめ，知

．名度の高い女性の筆跡を見ることができ

る。中身も玉石混清のように思われるが，

私的平信であっても，それぞれの時代の

風俗習慣やそれぞれの立場の女性像が窺

えるような気がするb下田歌子，中島（岸

田）俊子，楠瀬喜多，－伊藩梅子，板垣絹

子，井上武，松尾多勢子，・吉松ます，奥

村五百子，瓜生岩，三所敦子，新渡戸マ

リ，久布白落実等々知名度のある人々の

ほかに，家族間の書翰も見落とせない。

例えば河野広中の長女尊子が，宮崎酒天

と恋愛問題で家出，その心中を旅先から

発信する何通かの書翰など興味深い。

　最も数多く，光彩を放っているのは下

田歌子書翰であろう。三島通立網49通を

はじめとして，品川弥二郎，伊藤博文，

吉井友実，野村靖等々宛，100通に近い書、

翰が残されている。女子教育の重鎮であ

った歌子が，政府高官たちと多面的に文

．通し，精力的に活動してめた様子が当館

所蔵書翰だけでも垣間みることができ

る。ことに三島通塗宛書翰は，道徳教科

書「国のすがた」（町治19）を歌子が執筆，

三島の名で刊行しようとする過程で送っ

たもので，書翰の全容が「日本近代思想

体系　6　教育の体系1（岩波書店
1990）に所収されている。’

あとがき

　そもそも，憲政資料のなかに女性関係

の文書がないかとζだわったのは，議会

開設100年記念展示会で「女性と政治」を

担当したことを動機としている。憲政資

料室閲覧台の当番を利用して，閲覧室備

付の目録を片端から繰り，該当する文書

はないかと探った。といっても，内容表

示の乏しヤ版目録が主体であるから，、め

ぼしい文書を現物に当るという作業を繰’

返した。何か宝物でも探すように，可能

性を秘めた文書を追い，いささか気の遠

くなる思いも．したqしかし，歴史の生産

点ともいえる心動かされる文書の出合い

もあって，興味は尽きなかった。

　本稿の依頼を受けたのは，退職二か月

前の二月初め。メモ程度に持っていた本

稿の素材で，なんとか在職中原癌化に務

めようと心がけたが，延引にまた延引で

編集諸氏には大変ご迷惑をかけたこと，’

深くお詫びする。また退職後の文書調査

に，寛大なるご配慮を下さった政治史料

課の皆さんに感謝の意を表したい。何分

にも膨大な憲政文書群，脱漏もあろうか

と思うが，“憲政資料女性探訪”とでも思

って見ていただければ幸いである。

［注］、

（1）外崎光広著・『土佐の自由民権』土

　佐自由民権研究会　1989　所収　p．14

（2）家永三郎編　『植木枝盛日記続』’高

　知新聞社　1960所収　P．104

（3）森有礼，福沢諭吉らの“婦人問題諭

　争”　　『明六雑誌』　明治7年，8年

　掲載

（4）『森有礼全集』第3巻　解説（上沼

　八郎）　宣文堂書店　1973p．145

（5）r市川房枝自伝　戦前編』　新宿書房

　1974所収　p．215　！．

（6）畑中繁雄著　『覚書　昭和言論統制

　弾圧小史』図書新聞1196s所収
　p．22

　　　　（やまぐち’・みよこ　元職員）
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